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1 1ま じ め に

酪農経営において飼養規模の拡大や高泌乳化が進

展する一方,飼料自給率の低下,疾病の増カロ,家畜ふ

ん尿の循環利用が問題となつており,改善に資するため

の技術開発は重要である この技術開発上の参考とす

るため,県内酪農地域の経営概要と現場の経営課題を

整理し,次 に個別調査により経営実態及び意向を明ら

かにしたうえで,現地の視点から技術開発に当たつて留

意すべきことを考察したので報告する

2調 査 方 法
(1)粗飼料生産及び飼養管理に関するアンケート調査

平成 14年 12月 に,岩手山麓H酪農協の酪農家を対

象とし,郵送法によるアンケート調査を実施 (26戸 に送

付し,14戸 (54%)の 回答)

(2)作業体系及び技術開発に関する面接調査

平成 16年 1月 ～2月 に,先のアンケート回答者から3

戸選定し,聞き取り調査を実施

3 調査結果及び考察
(1)酪農家 14戸の経営概要 (表 1)

調査回答農家は 30歳代の階層が多く,飼養規模は

半数以上が30～50頭層で飼料基盤面積は経産牛 1頭

当たり40a有 し,牧草 30aデントコーン 10aを 目安に作付

けされている 経産牛は全ての農家が繋ぎ式牛舎で飼

養しパイプラインで搾乳している 給
pII方 法は分離給餌

が多いが,部分TMRttnIIも 取り入れられている

粗飼料生産において,牧草では,リードカナリ
ーグラ

スの作付け比率が高いことと,収穫・調製が全て
ベール

ラッパ体系に移行していることが特徴である デ
ントコー

ンにおいては,スタツクサイロを圃場に簡易設置する方

式が主流となつている

② 経営上の技術課題認識 (表 2)

経営管理の技術要点を列挙し,この項目に対する自

己認識を分析した 最も課題認識が強かつた項目は分

娩間隔であり,平均得点 417であつた 以下堆きゆう肥

の発酵処理,体細胞数,1頭あたり孝L量 ,圃場の雑草 ,

乳房炎と続く これらは,高泌早L化に伴い生じやす
い項

目,また酪農経営における副資材調達に因を発する項

目であり,資源循環型酪農を進める上で重要な技術的

課題である

また資源型循環型酪農という立場から,飼料 自給率

向上,牛の疾病低減 ,堆きゅう肥の循環利用という3つ

の視点で捉えると,飼料 自給率向上に関する課題意識

が低位であるが,現状において粗飼料生産の労働条件

と給与メニュー上の品質・量的条件のバランスが各農家

なりに保たれ定着しているためと考えられる

(3)経営概要及び技術開発に関する意向・評価 (表 3)

労働力を見ると,A・ C農家の後継者は既婚であるが

妻が農外に働きに出ており,B農 家の後継者は未婚で

あるが後継者の就農で母は牛舎作業を離れるなど,夫

婦を軸とした家族経営からの変化が見られる

飼養規模は,いずれの酪農家も経産牛 30頭以上を

飼養しており,育成牛は夏の間地域内にある村営牧場

に預託している 牧草は
ベールラッパ体系,デントコーン

は共同利用の自走式ハーベスタ体系により収穫し,浮 L

量水準は 9,000kg前後と高い 粗飼料生産については ,

現在の牛の能力から乾物摂取量,エネルギ
ーなどの産

浮L効果を条件としており,全般的に労働時間を減少させ

たい意向であつた

(4)40頭規模における作業体系及び労働時間 (図
1)

3戸の経営概要及び作業実態から,経産牛 40頭規

模の作業体系及び労働時間を示した 農作業
は 4月 中

旬から始まり6月 上旬の 1番草収穫をピークに切れ日無

く続く 秋は 3番草とデントコーンの収穫により9月 下旬

から10月 上旬が大きな労働ピークとなり,10月 下旬で圃

場作業は概ね終了する 家畜飼養管理では,搾乳
で年

間 1,764時間,他の作業で 3,369時間を加えると
5,133

時間となり,労働時間の短縮が望まれると考える

4ま と め
酪農家の意向及び労働時間作業体系

の実態から技

術開発上の留意点を示した (表 4)

図1の実態から,全般において労働時間の増加は厳

しい状況にあることを前提とし,①新たな品種や作業体

系の導入では,牛への給与面からの粗飼料品質
の検討 ,

作業競合の平準化②糞尿利用では,投入前段階
の発

酵処理と糞尿投入水準の検討③疾病低減に繋がる給

与メニユーの検討など,各技術的要素の相互関連に留

意していく必要がある
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箕尿処理

に関すること

収 晏 菫 に り の 同 遷

や産手L効果も条件.

いかに乾物摂取量を増やせるかが大事 昨年から牛の調子が悪く、硝酸態窒素の
で、嗜好性や給与メニュー面から考える 影響も考えられ基本を再認識している。堆

分 娩 間 隔

輩 きゅう肥 の 発 酵 処 理

体 細 胞 数

1頭 当 た り乳 量

日 場 の 雑 草

え 房 炎

周 産 期 病

自 給 櫃 飼 料 の 品 質

労 働 加 重

乳 牛 の 耐 用 年 数

自 給 れ 飼 ll不 足

自 i.‐ れ 飼 llの 単 位 収 量

飼 料 給 与 設 計

初 産 月 齢

準 き ゅう肥 の 国 場 還 元

乳 成 分

得 点 が 高 い ほ ど 問 題 意 凛 が 強 い ことを示 す

95日 タイプ :

ことが必要.             肥づくり 上づくりに戻り力を入れている。
.少しずつ、デントコーンを増やしていき 2年 3毛 作 (デント+麦 )は 以前行つた。
たい。(発酵状態も良く 周産効病が減つ作業の忙しさや、気象条件が厳しいことで

てきた。) 定着しなかつた.
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飼料基盤

・2年 3毛作は、急がしすぎると思う。
・全体として、労働時間を減少させたい。
・デントコーンの不耕起栽培に興味ある。

に関すること     のまき牛の種を付けている。      つけて、足を良くしたい。        公共牧場は、今後も利用していきたい。
・乾乱牛は、フリーバーン飼養。     放牧は、条件的 (章地面積 立地条件 )
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経営規擦 生産方式
H饉晨組合のlt年のアンクーロ 査及び3戸の面豪調をの央想を躇まえ 次のとおりとした

場菫輌教 経産牛40項   R留 方式 ,ス タンチョン (3口 給m  ttlL面秩
青lttt 1 8頭    移乳施誨 バイプライン (2回情軋)  アントコーン面積

2oO。  (ベールラッパ体系)
400●  (1走式ハーベスタ十スタックll系 )

例えば  lS― ――-24(2 3戸のうち l番早い晨字の作業開llが 15日  遅い農家のll栞終了が241で 2口 作業に出たというこ

図1 経産牛40頭規模における作業体系及び労働時間
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